
市
内
外
か
ら
約
30
人
が
参

加
し
て
の
間
伐
は
、
昨
年
12

月
２
日
に
続
い
て
２
回
目
。

作
業
開
始
前
に
藤
井
会
長

が
「
き
ょ
う
は
皆
さ
ま
方
の

お
力
を
お
借
り
し

て
、
安
全
に
伐
採

を
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続

い
て
井
原
市
農
林
課
の
岡
本

課
長
が
「
山
に
は
水
の
確
保

を
は
じ
め
、
地
球
環
境
保

全
、
土
壌
の
保
全
、
土
砂
災

害
防
止
機
能
、
心
の
い
や
し

と
い
っ
た
役
割
が
あ
り
ま

す
」
な
ど
と
、
山
の
大
切
さ

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
森
林
組
合
の
職

員
か
ら
木
を
倒
す
方
向
な
ど

に
つ
い
て
実
技
講
習
を
受
け

た
参
加
者
は
、
６
班
に
分
か

れ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ノ
コ

ギ
リ
、
は
し
ご
や
ロ
ー
プ
等

を
使
っ
て
約
２
時
間
の
間
伐

作
業
に
汗
を
流
し
、
昼
食
後

に
解
散
し
ま
し
た
。

無
差
別
な
凶
悪
犯
罪
が
後

を
絶
た
な
い
社
会
に
あ
っ
て

「
地
域
の
防
犯
対
策
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
Ｎ
Ｐ

О
法
人
あ
ん
し
ん
が
、
つ
ど

え
～
る
で
定
期
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
。

と
き
：
３
月
20
日
（
水
）

10
：
30
～
正
午

講
師
：
坂
田
美
春
氏
（
県
警

Ｏ
Ｂ
・
行
政
書
士
）

受
講
料
：
無
料

問
合
せ
：
０
９
０
・
３
７
４

０
・
７
５
４
５

【
Ｎ
Ｐ
О
法
人
あ
ん
し
ん
】

認
証
：
平
成
25
年
１
月
23
日

代
表
：
大
郷
隆
久
理
事
長

活
動
：
①
高
齢
者
・
障
が
い

者
福
祉
分
野
②
教
育
分
野
③

防
災
・
防
犯
分
野
が
主
体

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
。

同
施
設
を
会
場
に
弁
護
士
・

行
政
書
士
・
防
災
士
・
教
育

関
係
者
ら
が
毎
月
、
市
民
の

た
め
の
無
料
相
談
会
を
実

施
。
８
月
の
つ
ど
え
～
る
フ

ェ
ス
タ
パ
ネ
ル
展
に
も
参
加

し
年
数
回
、
無
料
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

冒
頭
、
藤
井
和
海
代
表
が

「
日
頃
の
支
援
に
感
謝
し
ま

す
。
来
年
度
は
魚
津
市
の
人

た
ち
に
も
子
ど
も
神
楽
を
見

て
も
ら
え
る

よ
う
に
計
画

中
で
す
」
と

挨
拶
。

続
い
て
来

賓
ら
が
「
郷
土
の
大
切
な
文

化
遺
産
を
頑
張
っ
て
継
承
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
き
ょ
う

は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
、

第
１
部
「
導
き
の
舞
」
を
皮

切
り
に
、
素
戔
鳴
の
命
舞

（
大
蛇
退
治
）
ま
で
、
午
前

中
は
六
つ
の
演
目
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の

発
表
会
を
楽

し
み
に
し
て

い
る
と
い
う

男
性
は
「
皆
さ
ん
段
々
と
上

手
に
な
ら
れ
て
所
作
も
大
人

顔
負
け
で
す
ね
」
と
絶
賛
。

配
ら
れ
た
福
の
種
を
手
に
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。
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数
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」
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治
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で
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結
成
20
周
年
を
迎
え
た
欅
の
杜

塾
（
藤
井
護
会
長
・
会
員
70
人
）

が
２
月
３
日
、
欅
の
成
長
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
杜
の
市
の
周
辺
に

広
が
る
欅
林
を
中
心
に
約
２
５
０

本
の
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

結
成
20
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欅
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【とき】３月１６日

【会場】アクティブ

ライフ井原

【日程】

１２：３０ 開 場

１３：００ 開 会

１３：１０ 成果発表

☆ir.bisei
☆木之子地区振興

協議会

☆県の里まちづく

り推進協議会

１４：１０ 意見交換会

１５：００ まちづくり講演会

「日本の進路を決める

のは“地方”の力」

～地方政治が生き生

きし始めている今～
講師：橋本大二郎氏

１６：３０ 閉 会

【主催】井原市

【窓口】協働推進課 62-9508
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【窓口】協働推進課 62-9508

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

１
９
７
９
年
２
月
に
国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
備
中
神
楽

１
９
７
９
年
２
月
に
国
の
重
要
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
備
中
神
楽



床
に
敷
か
れ
た
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
の
上
に
は
、
事
前
に
申

し
込
ん
だ
約
50
人
分
の
稲
ワ

ラ
等
が
１
組
に
し
て
置
か
れ

準
備
完
了
。
午
前
９
時
30

分
、
惣
台
八
十
八
講
師
（
西

江
原
町
賀
山
）
の
指
導
で

「
メ
ガ
ネ
形
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
伝
統
の
し
め
飾
り
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
女
性

ら
は
「
１
年
経
つ
と
手
順
を

忘
れ
て
…
」
「
去
年
よ
り
き

れ
い
に
仕
上
げ
た
い
」
な
ど

と
話
し
な
が
ら
、
両
手
を
す

り
合
わ
せ
、
ワ
ラ
に
よ
り
を

か
け
て
い
き
ま
し
た
。

中
に
は
コ
ツ
が
の
み
込
め

ず
、
講
師
に
手
伝
っ
て
も
ら

う
人
も
。
約
１
時
間
も
す
る

と
基
本
的
な
形
が
出
来
、
最

後
に
ダ
イ
ダ
イ
な
ど
を
付
け

る
と
完
成
で
す
。
こ
の
日
は

つ
ど
え
～
る
赤
羽
根
カ
フ
ェ

が
特
別
オ
ー
プ
ン
。
一
段
落

し
た
人
か
ら
順
番
に
コ
ー
ヒ

ー
タ
イ
ム
に
入
り
「
大
勢
で

作
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
」

な
ど
と
談
笑
し
な
が
ら
、
お

互
い
の

作
品

を
見
せ
合

っ
て
い
ま
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
家
・
鳥
越
貴
美

夫
さ
ん
（
井
原
市

東
江
原
町
）
の
作

品
展
が
、
つ
ど
え
～
る
１
階

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
展
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
熊
本
県
阿
蘇
神
社

の
御
田
祭
で
、
白
装
束
に
身

を
包
ん
だ
幻
想
的
な
女
性
の

姿
を
撮
影
し
た
作
品
「
宇
奈

利
」
（
平
成
15
年
第
54
回
岡

山
県
美
術
展
の
山
陽
新
聞
社

賞
）
を
は
じ
め
、
合
掌
造
り

の
集
落
の
灯
り
を
と
ら
え
た

「
白
川
郷
暮
色
」
な
ど
、
大

小
合
わ
せ
て
27
点
。

鳥
越
さ
ん
は
全
国
各
地
を

回
り
、
祭
り
や
町
並
み
、
現

代
社
会
を
風
刺
す
る
写
真
を

撮
り
、
県
展
や
写
真
専
門
誌

で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
会
期
は
２
月
28
日
ま

で
。
月
曜
日
は
休
館
。
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。
約
１
時
間
も
す
る

と
基
本
的
な
形
が
出
来
、
最

後
に
ダ
イ
ダ
イ
な
ど
を
付
け

る
と
完
成
で
す
。
こ
の
日
は

つ
ど
え
～
る
赤
羽
根
カ
フ
ェ

が
特
別
オ
ー
プ
ン
。
一
段
落

し
た
人
か
ら
順
番
に
コ
ー
ヒ

ー
タ
イ
ム
に
入
り
「
大
勢
で

作
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
」

な
ど
と
談
笑
し
な
が
ら
、
お

互
い
の

作
品

を
見
せ
合

っ
て
い
ま
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
家
・
鳥
越
貴
美

夫
さ
ん
（
井
原
市

東
江
原
町
）
の
作

品
展
が
、
つ
ど
え
～
る
１
階

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
展
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
熊
本
県
阿
蘇
神
社

の
御
田
祭
で
、
白
装
束
に
身

を
包
ん
だ
幻
想
的
な
女
性
の

姿
を
撮
影
し
た
作
品
「
宇
奈

利
」
（
平
成
15
年
第
54
回
岡

山
県
美
術
展
の
山
陽
新
聞
社

賞
）
を
は
じ
め
、
合
掌
造
り

の
集
落
の
灯
り
を
と
ら
え
た

「
白
川
郷
暮
色
」
な
ど
、
大

小
合
わ
せ
て
27
点
。

鳥
越
さ
ん
は
全
国
各
地
を

回
り
、
祭
り
や
町
並
み
、
現

代
社
会
を
風
刺
す
る
写
真
を

撮
り
、
県
展
や
写
真
専
門
誌

で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
会
期
は
２
月
28
日
ま

で
。
月
曜
日
は
休
館
。
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地域に根ざした福祉活動を展開して

いるグループを支援する「わかば基

金」の募集が始まっています。

部門は①支援金部門（１グループに

つき最高百万円で１０グループほどを

予定）②リサイクルパソコン部門（ノ

ートパソコン総数５０台程度。1グル

ープにつき３台まで）③災害復興支援

部門（１グループにつき最高百万円で

５グループを予定）。

申込受付は２月１日～３月２９日。

申し込み・問い合わせ先は、社会福祉

法人ＮＨＫ厚生文化事業団「わかば基

金」係。詳しくはホームページで。

https://www.npwo.or.jp/

つどえ～るでは毎週金曜日、健康体

操終了後に朝市が開かれています。無

農薬野菜やタマゴなどを

１袋１００円で販売。持

込希望者は、透明のビニ

ル袋へ１００円に見合う

野菜を入れてご持参くださ

い。初めての方は事前連絡

が必要です。祭日の場合は

休み。（６２－９０９０）

とき：毎週金曜日

時間：10：15～15：00

つどえ～るカフェは、井原市社会福

祉協議会が推進している赤羽根カフェ

（井原市内３１カ所）のひとつです。

と き：日曜＆金曜 10：00～15：00

（祝祭日の場合は休み）

場 所：つどえ～る１階

メニュー：コーヒー

紅 茶

ジュース（各１００円）
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備中西商工会青年部美星支部
（酒井 良樹）

まちづくり岡山ネットワーク
（吉澤万千子）

さくらの家 （落合 清三）
欅の杜塾 （藤井 護）
鳥羽踊り保存会

（藤井 護）
プラント （吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（山岡 弘幸）
はっぴいひろばとまとさん家

（曽根 勝）
井原はばたき会

（中島 知子）
3.11 忘れないプロジェクト

（上田 勝義）
五 味 会 （宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室 （藤井 和海）
倉掛自治連合会

（谷 和政）
ビビッド経ケ丸

（鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（高木 完二）
井原ライトクラブ

（森政 秀子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会 （川本 守）
猪清サロン スミレクラブ

（曽根 勝）
井原手話サークル

（橋本 房子）
サロンあすは（渡辺 照子）

あんしん （大郷 隆久）
北山ひまわり会

（山本 貴司）
井原にほんご教室

（三宅 康子）
やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（藤井 裕史）
井原笑いヨガ・キラキラ

（畑地 泉）
倉掛パソコンクラブ

（佐藤 敏弘）
よしいかけはし

（河合 恭廣）
一般社団法人 未来野良

（仁城 亮彦）
青野走ろう会（滝川 和敏）
井原まち歩きの会

（森 昭二）
市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）
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【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・作業コーナー・パソコン
コーナー・展示コーナー・ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始
注）月曜日が祝日の場合、

翌日の火曜日は休館
注）ご利用には事前の申し

込みが必要

【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・作業コーナー・パソコン
コーナー・展示コーナー・ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います
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つどえ～るご利用メモつどえ～るご利用メモ

ミ

ニ

情

報

ミ

ニ

情

報

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

■つどえ～るカフェ■つどえ～るカフェ

■ＮＨＫ厚生文化事業団■ＮＨＫ厚生文化事業団
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文
化
の
継
承
を
目
的
に
、
年
末
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

い
る
正
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し
め
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が
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え
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る
で
12
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25

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

文
化
の
継
承
を
目
的
に
、
年
末
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

い
る
正
月
し
め
飾
り
作
り
方
教
室
が
つ
ど
え
～
る
で
12

月
25

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
始
ま
っ
た
し
め
飾
り
作
り

方
教
室
も
数
え
て
４
回
目

平
成
27
年
に
始
ま
っ
た
し
め
飾
り
作
り

方
教
室
も
数
え
て
４
回
目

鳥越貴美夫
作 品 展
鳥越貴美夫
作 品 展
過 去 の 写 真
２ ７ 点 を 展 示
過 去 の 写 真
２ ７ 点 を 展 示

５０人
参 加
５０人
参 加


